
編集部では、暴走するアベ政治

を終わらせるべく参院選での勝利

を目指して奮闘している日本共産

党伊藤岳参院埼玉県選挙区候補を

囲んで、ママの会＠埼玉の袰岩

（ほろいわ）純枝さん、浦和区の

会の大友啓子さんに加わっていた

だき新春鼎談を企画しました。

司会は日本共産党浦和区後援会

長の野々垣務さん、場所はさいた

ま市役所前にある喫茶店「土瑠茶

（ドルチェ）」です。

野々垣：新年あけましておめでと

うございます。今年は夏に参議院

選挙を控える大変重要な年となり

ました。本日は伊藤岳さんを囲ん

で、市民レベルの運動で活躍して

おられるお二人の女性にも加わっ

ていただいて憲法のこと、民主主

義のこと、選挙のこと、そのほか

日ごろお感じになっていることを

思いのまま語っていただきたいと

思います。最初に昨年一年を振り

返っての感想などからお願いしま

す。袰岩さん、大友さんは自己紹

介もお願いします。

伊藤：昨年はこれまでの人生の中

でもっとも戦った特筆すべき年で

した。県内の多くの地域で沢山の

人に出会いましたし、そうした方々

と一緒に戦ってきたという実感が

あります。また戦いの内容も変わっ

て来ました。演説会や集会などで

私が投げたボールが投げたままで

なく、色んな形で返ってきました。

共感であったり、注文であったり

さまざまですが、一方通行ではな

く双方向のキャッチボールになっ

てきているということを感じまし

た。

袰岩：安保法案に反対するママの

会＠埼玉設立メンバーの袰岩です。

浦和っ子で、５才の子供がいます。

仕事は都内の私立高校で週一回講

師をしています。専門は近世文学

なのですが何故か「源氏物語」を

教えています。岳さんとはツィッ

ターを通じてよく存じていました。

昨年は、安保法案強行に憤りを感

じ、今までのなかで最も活動した

年でした。一昨年７月１日の閣議

決定以来何かできないかと模索し、

昨年２月この喫茶店での憲法カフェ

に参加し、７月にママの会に誘わ

れ設立メンバーになりました。こ

うした運動で頑張ったというのは

初めての経験でした。

大友：戦争する国づくりに反対す

る浦和区の会の大友です。３歳か

ら浦和に住んでいます。現在２２

歳と１９歳になる息子がいます。

まさしく戦争になったら徴兵され

る年代です。

息子たちを戦場になどというこ

とには絶対反対です。私はもとも

と岳さんの近くで活動していまし

たが、昨年は市議選の応援や浦和

区の会などで、だんだん大勢の人

の前で話すようになってきました。

こんなに表にでたのは初めてです

ので、大変成長した一年だったと

思っています。

野々垣：さて、昨年はまた憲法や

民主主義について問われた一年だっ

たと思います。シールズの「民主

主義って何だ」という問いかけを

きっかけに民主主義が広場や路上

に出てきたと思います。皆さんに

憲法や民主主義について語ってい

ただきたいと思います。

伊藤：先日、蕨での講演会で小林

節先生が「普通に憲法を学んだ人

は、今度の戦争法案は誰でも憲法

違反だと分かるはずだ」と言われ

ているように、昨年ほど憲法が琴

線に触れたことはありません。改

憲論者である小林先生も、護憲論

の方も双方が憲法違反だと言って

いる。立憲主義を回復させなけれ

ばならないということを大いに考

えさせられます。

（２面につづく）
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集
後
記
》

国
の
事
業
の
無
駄
点
検
で
、
『
も

ん
じ
ゅ
』
が
指
摘
さ
れ
た
。
も
ん

じ
ゅ
は
福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る
。

原
発
で
生
じ
た
ゴ
ミ
か
ら
ウ
ラ
ン
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
抽
出
し
て
再
び

使
用
す
る
も
の
で
、
夢
の
原
子
炉

と
脚
光
を
浴
び
た
▼
約
３
０
年
前

に
着
工
さ
れ
た
が
、
管
理
困
難
で

発
電
開
始
か
ら
事
故
続
き
、
稼
働

し
た
の
は
２
５
０
日
と
か
。
こ
の

『
も
ん
じ
ゅ
』
の
運
営
は
「
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
」
（
以
下
、

原
研
）
で
あ
る
。
原
子
力
規
制
委

員
会
か
ら
原
研
の
技
術
能
力
は
世

界
水
準
以
下
、
点
検
・
検
査
も
心

も
と
な
く
、
お
座
な
り
と
厳
し
い

指
摘
を
さ
れ
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
の

烙
印
を
押
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
『
も
ん
じ
ゅ
』
の
維
持
費
は
一

日
に
５
千
５
百
万
円
も
掛
か
り
、

年
間
２
百
億
円
に
も
な
り
、
こ
れ

ま
で
１
兆
円
を
超
す
税
金
が
投
じ

ら
れ
た
。
こ
れ
以
上
の
継
続
は
無

益
無
駄
で
あ
り
速
や
か
に
廃
炉
し

か
な
い
。
こ
の
『
も
ん
じ
ゅ
』
に

は
問
題
が
山
積
み
し
て
い
る
。
原

発
で
生
じ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
保

有
量
。
発
注
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
企

業
に
、
落
札
率
９
９
％
。
悪
い
夢

か
ら
覚
め
て
廃
炉
に
す
べ
き
と
き

が
来
た
。
〈
幹
〉

◆１月の駅頭宣伝

８日(金)北浦和駅東口 ７：００～ ８：００

９日(土)浦和駅東口 １４：００～１５：００

１１日(月)北浦和駅西口 ７：００～ ８：００

１５日(金)北浦和駅東口 ７：００～ ８：００

２０日(水)浦和駅西口 ７：００～ ８：００

２２日(金)北浦和駅東口 ７：００～ ８：００

２５日(月)浦和駅東口 ７：００～ ８：００

２９日(金)北浦和駅東口 ７：００～ ８：００

＊耳より情報＊

《お詫びと訂正》

１２月号「うらわ宿」で以下の２

点に間違いがありました。

お詫びをすると共に訂正させ

て頂きます。

●「うらわ宿」バックナンバー

１１月号・№５３→１２月号・№５４

●信用ならぬ首相の言葉

佐藤真由美→佐藤真由果

川
柳

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

囚
人
で
は

あ
る
ま
い
に

オ
ス
プ
レ
イ

い
つ
ど
こ
で
な
ぜ

落
ち
る
や
ら

い
く
つ
で
も

署
名
し
た
い

ア
ベ
政
治

（
岸
町
・
だ
ん
吉
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ｍ
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は
お
上
の
事
で
し
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晋
三
の

影
が
ヒ
ト
ラ
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英
機
似
て
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ぁ
選
挙

花
咲
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三

銭
を
ま
き
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え
置
き
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軽
減
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と

ネ
コ
だ
ま
し
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東
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・
さ
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老
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狂
歌

軽
減
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貧
し
き
人
に
ゃ
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の
糞

お
金
持
ち
ほ
ど

恵
み
多
か
れ（

東
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・
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う
ら
わ
だ
い
こ

軽
減
税
率

財
布
の
中
身
が
「
軽
減
」
す
る
だ
け
で
す

国
民

自
公
ど
の

（
岸
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・
佐
久
間
純
）

俳
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風
花
や
終
着
に
母
は
な
し

た
ま
し
ひ
の
声
聴
く
夜
の
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が
り
笛

冬
茜
海
辺
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恋
を
捨
て
に
け
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先
達
の
声
遠
ざ
か
る
寒
暮
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こ
と
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な
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た
り
の
老
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の
障
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張
り

落
ち
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踏
む
夜
来
の
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の
重
さ
か
な（

大
原
一
水
）

うらわ宿文芸

「戦争させない・９条

こわすな総がかり実行委

員会」が呼びかけている

２千万人統一署名を地域

で取り組んでいます。最

高法規である憲法を無視

して数の力で強行可決さ

れた戦争法（安保法制）

の廃止呼びかけは、全有

権者を対象に声を掛ける

ことが大切と考え、全戸

訪問を行っております。

訪問の１，２日前に署名

用紙と呼びかけチラシ

（お願いと訪問日時を記

載）をポステイングして、

訪問します。これまで領

家１丁目を２７１軒訪問

し、対話（応対）１３５、

署名８６筆が集まりまし

た。尋ねるとカラーの呼

びかけチラシと署名用紙

を持って出てくれる方、

ある時は「安倍さんはひ

どいね、好き勝手、やり

たい放題、国民はもっと

怒らなきゃ、頑張って」

と激励されたりします。

残り約４ヶ月、何として

も、領家全地域を訪問し

たい。国民主権をないが

しろに暴走する安倍政治

を止める、私達の本気度

が試されていると考え取

り組みたい。

（領家・針谷）

戦争法廃止２千万署名の取り組み

カット

（瀬ケ崎・阿部節子）

新春鼎談



私は中学３年の担任の先生がそ

の後の私の人生の礎になっていま

す。社会科の先生で、その先生が

語る憲法の話が好きでした。憲法

にのっとって身近なクラスの問題

の話をするのです。たとえばクラ

スでいさかいが起きると「お前た

ちの今の考え方は憲法９条に反す

る」という具合です。クラスの一

人一人の生徒の関係を国家対国家

の関係としてとらえて分かりやす

く説明するのです。私はその先生

のようになりたいなと思い教員を

目指す大学を選びました。

話がそれるかもしれませんが、

私は政党の人間として。シールズ

の言葉には正直突き刺さりました

ね。「民主主義ってなんだ。これ

だ」もそうですが「言うことを聞

かせる番だ。俺たちが」「言うこ

とを聞かなければ、政府を変える」

というコールは特にグサリときま

した。こうしたことを言わせてし

まう責任を感じると同時に、彼ら

の期待に応えられるのか、改める

ところはないのか、ということを

考えさせられました。共産党自身

も政党の在り方を考えさせられた

と思います。それが、昨年９月１

９日の志位さんの見解になったの

だと思います。

袰岩：私は、憲法は守るのが当然

と思っていましたから、一昨年か

らの安倍政権のやり方を見ていて

憲法を簡単に破っていってしまう

ことに強い衝撃と怒りを覚えまし

た。私も、中学と高校の社会の先

生の影響が大きかったです。中学

三年の社会の先生は常に平和とい

うことを考えさせるような先生で

した。高校では一年の現代社会の

先生が政治を自由に語る先生で、

共産主義への興味もそこからわい

てきました。その先生のプリント

を今でも持っています。

シールズの奥田君の主張は直接

民主制に近いんだと思います。今

まで、あまりに政治家に任せすぎ

ていたのではないか。われわれは

政治に参加していないのではない

か、というのがシールズの主張で、

私も同感です。

大友：お二人さんとはちがって私

は中高と先生に恵まれてなかった

ようです（笑）。中学校の先生は

共産主義はやる気をなくすからダ

メみたいなことを言ってたくらい

です。私は１３年間民医連の事務

職で働き、その後身障者の作業所

で働いてきましたが、いずれも

「戦争は、医療を必然的に必要と

する。戦死、病死、負傷、精神を

病むなどすべて医療を必要とする。

戦争は絶対だめだ」ということを

教えられてきました。そのために

医療人はたたかわねばならない。

そういう中で憲法に照らしてとい

うことがよく出てきましたね。

野々垣：まだまだ話はつきないの

ですが、最後にことしの夏の天王

山の選挙をどう戦っていくかとい

う決意をそれぞれお願いします。

戦争法廃止勢力

を勝利させ私もそ

の一翼になって政

治を変えたい

伊藤岳

伊藤：参院選で自公を追いおとし

反対勢力を勝たせたい。同時に私

もその中に入る、ということが目

標です。そして皆さんが言ってお

られるように、「政治を変えた」

という一年にしたいと思います。

ただ参院選に勝っても政権交代は

できないのでまだ戦争法の廃止は

できません。それでも停止させる

ことはできる。それは政治を変え

るということにつながると思いま

す。民意を反省させ、立憲主義を

回復させる、というあたりまえの

政治に戻すことができるでしょう。

皆さんと一緒に是非ともそうした

年にしたいと思います。

昨年暮れ、金子兜太さんにお会

いしたとき、「前から気になって

いたのですが、金子さんはなぜ安

倍政権をアベとカタカナで書いた

のですか」と聞きましたところ、

「だってあの人、カンジ（漢字）

悪いでしょ。だからカタカナでい

いんですよ。もう変えるしかあり

ません」とのことでした。それが

皆さんの共通の思いではないでしょ

うか。

自公勢力の落選運動

と選挙への関心を高

める運動を広げたい

袰岩純枝

袰岩：自公を落選させ、岳さんを

当選させ野党を増やす、それが目

標です。そのためには少しでも政

治に関心がある人にはどんどん話

しかけていきます。関心がない人

にも関心を持つように工夫してい

きたいと思います。日本はいま政

治が右傾化していますが、ヨーロッ

パでは新自由主義の反動で逆にい

い方向になっている国も出てきて

いますね。カナダのトルドー首相

がやっていることもいいですよね。

そうした国から元気をもらってい

ます。岳さんには、是非そうした

政治家になって欲しいと思います。

オール越谷はたいへんいい雰囲

気でした。共産党、民主党、社民

党、市民ネットワークの人達が一

緒になってオール越谷として市民

運動をしていました。浦和も是非

そうした運動になればいいなと思っ

ています。

岳さん勝利へ二千万

署名とオール浦和の

活動を成功させたい

大友啓子

大友：私はもちろん岳さん当選の

ために頑張っていきます。また二

千万署名運動やさいたま市議会で

戦争法反対決議を出すように働き

かけていきたいと思います。野党

共闘も早く何とかしたい。やりた

浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/

いことはた

くさんあり

ます。その

ための広が

りを何とか

したい。昨

年９．１２

のデモで浦和区の会とママの会や

高校生のデモが駅前の県庁通りで

出会い、エールの交換をしました

ね。あの時は感動しました。今年

は是非一緒にやれればいいと思い

ました。そうした積み重ねでオー

ル浦和に近付くと思います。

袰岩：そうですね。是非一緒にや

りたいですね。

野々垣：国民連合政府構想は、保

守的な風土の根強いなかで並大抵

のことでは実現できない大事業だ

と思います。シールズ、学者の会、

レッドアクション、ママの会など

いろんな運動がおきて。もっともっ

と広がっていくといいですが、そ

ういう大きな希望を持っていきま

しょう。本日はどうもありがとう

ございました。

新
年
に
あ
た
っ
て

日
本
共
産
党
市
議
会
議
員

と
り
う
み
敏
行

後
援
会
員
の
皆
さ
ん
、
二

〇
一
六
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
四
月
の
市
議
選

で
再
び
市
議
会
へ
送
り
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
年
は
早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
六
月
議
会
、
九
月
議
会
、
一
二
月
議
会
を
元
気

に
乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
議
会
を
と
っ
て
も
市
民
の
利
益
が
係
っ
た
重
要
な
議
会
と

な
り
ま
し
た
。

私
は
、
今
年
は
三
つ
の
抱
負
を
実
現
し
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
「
戦
争
法
」

を
廃
止
す
る
た
め
の
二
〇
〇
〇
万
人
員
署
名
を
成
功
さ
せ
、
「
国
民
連
合
政
府
」
実
現
に
向

け
て
頑
張
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
参
議
院
選
挙
で
伊
藤
岳
さ
ん
を
必
ず
国
会
へ
送
り
出
す
こ

と
で
す
。
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
三
つ
目
は
、

「
戦
争
法
」
の
具
体
化
が
進
む
中
で
、
さ
い
た
ま
市
の
行
政
も
右
傾
化
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浦
和
区
後
援
会
会
長

野
々
垣
務

浦
和
区
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
日
頃
後

援
会
ニ
ュ
ー
ス
「
う
ら
わ
宿
」
を
お
届

け
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
新
し
い
年
を
迎

え
て
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
年
も
ま
た
引
き
続
き
力
強
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
昨
年
の
春
の
統
一
地

方
選
挙
で
は
鳥
海
敏
行
候
補
の
た
め
に

大
き
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
７
千

票
を
超
え
る
得
票
で
浦
和
区
で
２
位
、

さ
い
た
ま
市
全
体
で
も
高
位
当
選
と
い

う
躍
進
で
市
民
の
要
求
や
願
い
を
結
集

す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
憲
法

違
反
の
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
危
険
性

を
反
戦
平
和
の
党
の
歴
史
に
か
け
て
訴

え
た
こ
と
が
市
民
の
理
解
と
共
感
を
得

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
時
に

地
域
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
具
体
的
な

課
題
（
老
人
養
護
施
設
、
保
育
園
な
ど
）

の
訴
え
も
市
民
の
切
実
な
声
に
応
え
る

も
の
で
し
た
。

こ
の
地
方
選
の
全
国
の
た
た
か
い
は
、

国
会
を
と
り
ま
く
「
市
民
的
革
命
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
国
民
的
た
た
か
い
に

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
多
種
多
様
な

市
民
が
自
発
的
、
主
体
的
に
「
戦
争
法

案
」
の
反
対
に
立
ち
上
が
り
、
無
関
心

層
を
も
呼
び
起
こ
し
大
き
な
世
論
を
つ

く
り
出
し
ま
し
た
。

戦
後
７
０
年
を
経
て
よ
う
や
く
民
主
主

義
が
身
体
性
を
持
っ
て
路
上
に
広
場
に

生
ま
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
の

労
働
組
合
の
旗
や
コ
ー
ル
に
変
わ
っ
て
、

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
カ
ー
ニ
バ
ル

的
プ
ロ
テ
ス
ト
と
も
云
え
る
表
現
で
し

た
。こ

の
中
で
問
わ
れ
た
の
は
「
民
主
主

義
と
は
何
だ
」
「
憲
法
と
は
何
か
」
と

言
う
事
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
新
し
い
市
民
の
民
主
主
義
的
感
性

の
叫
び
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ

の
応
答
は
、
「
基
本
的
人
権
」

「
個
人
の
尊
重
」
で
し
た
。
こ
れ
は
近

代
憲
法
の
原

理
で
あ
り
、

人
類
が
長
い

歴
史
の
中
で
た
た
か
い
と
っ
て
き
た
思

想
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
ひ
と
り
一
人

の
「
い
の
ち
」
を
大
事
に
す
る
生
き
方

と
し
て
こ
の
思
想
を
受
け
つ
い
で
き
ま

し
た
。
戦
前
の
２
千
３
万
人
余
の
死
を

記
憶
し
続
け
る
事
が
「
憲
法
９
条
」
の

生
き
方
で
す
。
み
な
さ
ん
と
共
に
手
を

つ
な
ぎ
平
和
へ
の
道
を
求
め
続
け
て
生

き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
夏
の
参
院
選
で
伊
藤
岳
当

選
に
浦
和
区
の
総
力
を
挙
げ
て
た
た
か

い
た
い
と
思
い

ま
す
。
絶
大
な

ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平
和
の
道
を
求
め
続
け
て


